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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】長尺の可撓性のアンテナを備えるキーレスエン
トリシステムを提供する。
【解決手段】インダクタは、関節式に接続されて長方形
の組立体を形成し、各々が、円形凸曲面を備える先頭端
Ａと、後尾の横軸に関連し、先頭の横軸に対して平行で
ある円形凹曲面構成を備え、前記円形凸曲面構成と相補
形である、後尾端Ｂとを含む、少なくとも２つの硬質な
磁性素子１０によって形成されたコアの周囲に配置され
た巻線を含む。先頭端Ａは、後尾端Ｂに結合されて関節
式取付部を形成し、先頭及び後尾の横軸は、結合領域に
おいて一致して、可変かつ調整可能な角度を有する継手
を提供する。前記２つ以上の硬質な磁性コアのアセンブ
リは、磁性コア間の結合空隙または間隙における磁束分
散を防止するようにともに作用する磁荷を含む可撓性ポ
リマーケーシングによって囲まれる。
【選択図】図１ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　強磁性材料から作られ、磁性コア（１０）、（１１）の端で互いに対して関節式に接続
されて、長方形の組立体を形成する少なくとも２つの硬質な磁性コア（１０）、（１１）
によって形成されたコアの周囲に配置された導電素子から作られた巻線を含む、長尺な可
撓性インダクタであって、磁性コア（１０）、（１１）の各々が、
　先頭の横軸に関連する円形凸曲面を備える先頭端Ａと、
　後尾の横軸に関連し、先頭の横軸に対して平行である円形凹曲面構成を備える後尾端Ｂ
であって、前記円形凹曲面構成が、前記円形凸曲面構成と相補形である、後尾端Ｂと、を
備え、
　磁性コアの先頭端Ａが、接触面（２０ａ、２０ｂ）を通して、隣接する磁性コアの後尾
端Ｂに結合されて、関節式取付部を形成し、２つの磁性コア（１０）、（１１）の先頭及
び後尾の前記横軸が結合領域で一致して結合されて、可変かつ調整可能な角度を有する継
手を提供し、
　前記２つ以上の硬質な磁性コアのアセンブリが、前記少なくとも２つの磁性コア（１０
、１１）間の結合領域または間隙における磁束分散を防止するようにともに作用する磁荷
を含む可撓性ポリマーケーシング（５０）によって囲まれ、前記可撓性ポリマーケーシン
グ（５０）が、単独またはそれらの任意の組み合わせで前記ポリマーケーシングのポリマ
ーマトリックス内部に存在する、軟質な強磁性材料のマイクロファイバ、マイクロ粒子及
び／またはナノ粒子を含み、前記磁荷を提供することを特徴とする、インダクタ。
【請求項２】
　関節式に接続された磁性コア（１０、１１）の各々が、矩形の断面を有する、請求項１
に記載の長尺な可撓性インダクタ。
【請求項３】
　前記関節式取付部が、突起（３０）及びくぼみ（４０）が互いに相補形であり、前記先
頭端Ａ及び後尾端Ｂにそれぞれ画定され、上述の磁性コアの前記強磁性材料から作られ、
保持構成が結合された磁性コア（１０、１１）が横方向に位置ずれすることを防止する、
少なくとも１つの横保持構成を含む、請求項１～２のいずれか１項に記載の、長尺な可撓
性インダクタ。
【請求項４】
　１５ｃｍを越える、好ましくは３０ｃｍを越える長さを有する、請求項１または３に記
載の長尺な可撓性インダクタ。
【請求項５】
　約６０ｃｍの最大長さを有することを特徴とする、請求項４に記載の長尺な可撓性イン
ダクタ。
【請求項６】
　軟質な強磁性材料の前記マイクロファイバ、マイクロ粒子及び／またはナノ粒子は、コ
アの総重量の少なくとも約５０％に相当する、請求項１に記載の長尺な可撓性インダクタ
。
【請求項７】
　前記磁性コアが、矩形の柱状構成を有し、前記突起（３０）及びくぼみ（４０）が、磁
性コア（１０、１１）の両端Ａ及びＢそれぞれの対向するより小さな矩形面上に画定され
る、請求項１～６のいずれか１項に記載の長尺な可撓性インダクタ。
【請求項８】
　前記突起（３０）及び前記くぼみ（４０）が、その端Ａ及びＢで結合された硬質な磁性
コア（１０、１１）のアセンブリに関連する中央位置を採用する、請求項７に記載の長尺
な可撓性インダクタ。
【請求項９】
　前記突起（３０）及び前記くぼみ（４０）が、その端Ａ及びＢで結合された硬質な磁性
コア（１０、１１）のアセンブリに関連する側部位置を採用する、請求項７に記載の長尺
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な可撓性インダクタ。
【請求項１０】
　前記突起（３０）及び前記くぼみ（４０）が、矩形の柱状体の最大幅に対して１０％の
幅を有するか、または矩形の柱状体の最大幅に対して６０％の幅を有する、請求項１に記
載の長尺な可撓性インダクタ。
【請求項１１】
　インダクタが、少なくとも５つの互いに結合された磁性コアを有し、総伸長が、長さ３
０ｃｍに対して２ｃｍの撓みをもたらす、請求項１～１０のいずれか１項に記載の長尺な
可撓性インダクタ。
【請求項１２】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の可撓性のインダクタによって形成された長尺な可
撓性アンテナ。
【請求項１３】
　導電素子から作られた巻線が、導電線または導電箔によって形成される、請求項１２に
記載の長尺な可撓性アンテナ。
【請求項１４】
　前記アンテナが、２０ＫＨｚ～３００Ｋｈｚの周波数範囲で動作するＬＦアンテナであ
る、請求項１２または１３に記載の長尺な可撓性アンテナ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車領域における特定用途のうち、キーレスドアオープンまたはエントリ
システムの分野に包含され、これらはまた、エンジンの始動のための電子イモビライザを
制御することに適用される。この「キーレス」システム（ＫＥＳまたはキーレスエントリ
システム、もしくはＰＫＥ（パッシブキーレスエントリ（Ｐａｓｓｉｖｅ　Ｋｅｙｌｅｓ
ｓ　Ｅｎｔｒｙ）とも称される）は、乗物を取り囲む周辺約１．５ｍ以上での遠隔制御ま
たは無線信号を発する装置の使用に、及びユーザによって運ばれる上述の遠隔制御装置の
有無を検出（上述の無線信号の取り込み）するように機能する３つ以上のアンテナの乗物
自体の機構に基づく。前記の検出に基づいて、ドアが開かれるかまたは施錠され、またい
くつかの可能な機能の中で、エンジンのオンオフの切り替え、バックミラーの快適な調整
、電動式シート、室内灯の点灯の選択肢が可能になる。
【０００２】
　本発明は、単一のアンテナを備えるキーレスエントリシステムを提供する。
【０００３】
　この点において、本発明は、それらの端で互いに対して関節式に接続されて、インダク
タの整合性に対するリスクなしに曲げることが可能である長方形の組立体を形成し、前記
複合コアを取り囲む導電素子から作られるコイルを有する、２つ以上の硬質な強磁性コア
または素子によって形成されたコアを備える、長尺な可撓性インダクタの使用を提案する
。
【０００４】
　長尺な可撓性低周波アンテナは、電子素子を、そして最終的には、共振タンクを構成す
るためにキャパシタに内部または外部で接続するための接続素子を設けることによって、
上述の可撓性のインダクタから容易に得られる。
【背景技術】
【０００５】
　エンジニア及び技術者は、単一のアンテナを備えるキーレスオープニングシステムを長
年にわたって探し求めてきた。多くのシステムが理論的には述べられてきたが、それらの
すべてが、脆弱なフェライト磁性コアの問題を克服するアンテナを設けるための実際の実
現性を欠いている。
【０００６】
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　自動車産業向けのキーレスエントリシステムは、低周波数、たとえばＭＡＲＱＵＡＲＤ
Ｔによる特許文献ＥＰ－Ｂ１－１７２３６１５及びＷＯ－Ａ１－２０１３１３５３８１に
記載されるように２０ＫＨｚで、またはＣＯＮＴＩによる特許文献ＷＯ－Ａ１－２０１１
１２０５０１またはＵＳ－Ｂ２－９１８４５０６に記載されるように１２５ＫＨｚ及び１
３４ＫＨｚで稼働することが多い。
【０００７】
　乗物からの最小読み取り距離（遠隔制御装置の無線信号を取り込む）をカバーするため
に、既存のシステムは、たいていの場合、ドアハンドル及びトランクに配置された短いフ
ェライトアンテナを用いる。これらのアンテナは、通常は、軟質なフェライト磁性材料で
あるＺｎＭｎで作られたコアを用いる。フェライトは砕けやすく脆弱な材料であるため、
アンテナの最大長さは、フェライトが最小トルクまたは変形に耐えることができる長さに
制限される。これは、用いられるフェライトコアの実際の長さを、１８０ｍｍ未満に、及
び通常は８０～１２０ｍｍに制限する。これらの極度に脆弱なコアは、オーバーモールド
によって、またはプラスチックケーシングによって保護されたコイルを受け入れ、結果と
して得られたワイヤコイルで作られたアンテナは、全体として樹脂の中に埋め込まれるか
、または低圧で、または高圧ポリマーによって既にオーバーモールドされている。
【０００８】
　これらすべてのプラスチックコーティング及び層は、脆弱なフェライトコアを、外力、
トルク、衝撃及び曲げから保護することが意図される。
【０００９】
　ＰＲＥＭＯによる国際特許出願番号第ＰＣＴ／ＩＢ２０１５／００１２３８号は、マイ
クロワイヤを取り囲むポリマーマトリックス中に分散させた高透磁率の軟磁性合金及びポ
リマーナノ粒子から作られたマイクロワイヤに基づく、可撓性の磁性コア及びその製造の
ためのプロセスを記載している。
【００１０】
　連続したフェライトコアによって、アンテナの長さが制限され、最新のシステムは、乗
物全体の周りの最小読み取り距離をカバーするために、乗物ごとに３～５つのアンテナを
備える機構を述べている。
【００１１】
　ところで、乗物で用いられる現在のアンテナは、一般的には１８０ｍｍ未満の長さを有
し、それを単一のアンテナと置換するためには、現在の短いアンテナによって生成された
ものをカバーするために十分な強度を有する磁界を生成するために、３００ｍｍ～５００
ｍｍの間の長さを必要とする。しかし、そのように長いアンテナは、単一のソリッドフェ
ライトコアを用いることができないが、これは、前記ケース内においては、ケーシングに
よってコーティングされるか、成型されるかまたはオーバーモールドされるか、またはま
たは硬いプラスチックケーシングによって取り囲まれていたとしても、非常に小さな曲げ
力で容易に破断するためである。
【００１２】
　上述の技術的問題を解決するための可能性は、たとえばＰＲＥＭＯによる国際特許出願
番号第ＰＣＴ／ＩＢ２０１５／００１２３８号に提供されている、細長く完全に可撓性の
ある低周波ＬＦアンテナを用いる「キーレス」システムである。
【００１３】
　この革新によって、単一のアンテナによって、３つ、４つまたは５つのアンテナを備え
る最新のシステムによってもたらされるものと等しいかまたはそれを上回る性能を提供す
る「ＫＥＳ」システムを組み込むことが可能になる。当該革新は、多くの技術的かつ経済
的な利点を有する「ＫＥＳ」システムにつながる。
　・配線及びコネクタが、それぞれ１／３、１／５または１／４まで低減される。
　・ＯＥＭ組立時間が、それぞれ１／３、１／５または１／４まで低減される。
　・特に電気式乗物において非常に重要なパラメータである、総エネルギ消費及び実際の
バッテリ損失が、比例的に低減される。
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　・より長いアンテナは、同等またはより強力な磁界を生成するためにより低い電流を必
要とし、それによって、必要なエネルギを低減させ、アンテナのコイルにおけるワイヤの
断面を低減させることを可能にする。
【００１４】
　乗物に必要な電気出力の低減は、前述のものによって達成される。ＭＯＳＦＥＴトラン
ジスタは、増幅器の数及び電力段の特性を１／３、１／４または１／５まで低減させるこ
とを可能にし、さらに当該技術におけるシステムと同じ磁界を生成するために低電力が用
いられることに起因して、より簡易かつより高価ではないことがある、最終的に必要なア
ナログ電力素子を簡易にすることを可能にする。全体として、電気制御ユニット（ＥＣＵ
）内の読み取り機のフロントエンドまたはアナログインターフェースは、５、４または３
～１になるチャネルの低減によって、及び残余のチャネルの電力の大きな低減によって、
簡易化される。
【００１５】
　乗物の信頼性は、組み入れられる構成品の数に比例し、ＥＣＵにおけるアンテナ及びチ
ャネルの数を単に低減させるだけで、システムまたはＭＴＢＦの平均故障間隔を増大させ
る本質的な信頼性が提供される。
【００１６】
　同様に、単一のアンテナを用いることによって、その安全素子が簡易化される。
【００１７】
　複数のフェライトコアを含む長尺インダクタは、ＡＭラジオシステム用に広く用いられ
てきた。国際特許出願公開第ＷＯ－Ａ２－２００９１２３４３２号は、コイル内部の円筒
形のロッドの複数のコアで構成される解決策を記載している。ワイヤレス充電システムに
おけるより最近の出願は、Ｑｕａｌｃｏｍによる米国特許出願公開第２０１３２４９３０
３号に示され、複数の並べられた強磁性素子を開示している。
【００１８】
　ＳＵＭＩＤＡによる米国特許出願公開第２０１５０２９５３１５号は、キャパシタ及び
導波管を配置するための特定の形状を有する機械を形成するコイルに導入された、堅固な
ソリッドフェライトコアを記載している。
【００１９】
　前記のＰＲＥＭＯによる国際特許出願第ＰＣＴ／ＩＢ２０１５／００１２３８号は、フ
ェライト以外のさまざまな材料、たとえばナノ結晶シートを記載しているが、それらは、
前記材料が非常に著しい欠点である磁気ひずみを有し、軟質な磁性材料の性質が、圧力ま
たは変形下での透磁率に大きな変化を生じさせるため、実際には用いられてこなかった。
したがって、これらのシート材料は、非常に高価ではあっても、理論的には長いアンテナ
で用いられることができるが、実際には、これらのアンテナは破損はしないが、それらの
透過率が相当に変化するため、直列に形成する調整されたタンクまたは並列のキャパシタ
に典型的である共振周波数に、高信頼のシステムに必要とされる最小選択性がない。一方
、シートの変形は、幅広側に対して垂直な軸においてのみ可能であるが、その他２つの直
交軸においては、コアは変形可能ではない。
【００２０】
　ＰＲＥＭＯによる国際特許出願第ＰＣＴ／ＩＢ２０１５／００１２３８号は、三次元空
間でＸ軸に沿って、及び直交するＹ軸に沿っての両方に曲げられることができる長尺アン
テナを提供する。
【００２１】
　別の解決策は、その先頭及び後尾端に球形の凹端子または凸端子を備える複数の円筒形
のフェライトコア（図２参照）で作られた、結合された複合コアに基づく、ＳＵＭＩＤＡ
による米国特許出願公開第２０１５１２３７６１号に記載され、また、冊子状構成で互い
に結合されたコアを開示している（図３参照）。
【００２２】
　特許文献ＵＳ－Ａ１－２０１５１２３７６１には、長手方向により小さくなる結合され
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た素子を付加することによる長尺コアの構築が既に開示されている。
【００２３】
　複合インダクタを開示している他の文献は、互いに結合されたいくつかのコアで作り上
げられた可撓性の磁性コアを備える長い磁力計を記載している特許文献ＵＳ－Ｂ１－６４
１７６６５と、それらの端で結合されたフェライトロッドで作られた長い可撓性の磁性コ
アの構造を説明しているＥＰ－Ａ２－０８４８５７７とを含む。さらに、球形または円筒
形の接触面（空隙）の間の物理的な間隙または分離による磁性コアの端での結合は、磁気
回転機械において通常行われているが、これは、一定かつ最小の空隙を保証することに加
えて、自由運動のために必要とされるためである。たとえば、ＢｒｕｃｅＤｅＰａｌｍａ
による１９７４年の刊行物「Ｔｈｅ　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　ｏｆ　ａ　ｕｎｉｄｉｒｅ
ｃｔｉｏｎａｌ　Ｆｏｒｃｅ」（ｈｔｔｐ／／ｄｅｐａｌｍａ．ｐａｉｒ．ｃｏｍ／Ｇｅ
ｎｅｒａｔｉｏｎＯｆＵｎｉｄｉｒｅｃｔｉｏｎａｌＦｏｒｃｅ．ｈｔｍｌ）を参照のこ
と。
【００２４】
　硬い磁性材料においては、磁気部分を動かすために、球形間隙（空隙）を高度な軸受用
の強磁性流体と組み合わせて用いることも通常行われている。
【００２５】
　特許文献ＵＳ７１３８８９６は、電磁放射の形式でエネルギを放射するアンテナとして
動作する平型ケーブルにおけるＥＭＩ（電磁干渉）シールドのための円筒形の空隙によっ
て、先頭－後尾－先頭のように互いに結合された個別の素子で作られたフェライトコアを
記載している。
【発明の概要】
【００２６】
　本発明は、互いに結合された複数の磁性コアを備えるインダクタの物理的な組込みにお
いて、及びそれらがＫＥＳシステムのためのＬＦアンテナを構築するために適用されたと
きに、付随的な垂直方向及び水平方向の空隙の結果として、それらの性能に影響する問題
、特に以下を回避する。
　-離散型の円筒形素子または球形コア素子は、それらの接触関節端に接着取付を有して
おらず、方向Ｘへの延びが生じたときに、コア素子間の空気または非強磁性材料の距離に
よって定められた空隙がさらに長くならないことを保証する方法がない。したがって、方
向Ｘへの伸びが生じた場合、素子間の距離が増大して、それだけ磁束の損失が増大し、よ
り低い透過性の結果として磁気抵抗を増大させることになり、共振周波数のずれ及びアン
テナ動作不良を生じさせる。
　-円筒形であるかまたは矩形の断面を有する離散型のコア素子は、それらの間にいかな
る保持素子もなしに互いに対して摺動することができ、それによって、互いに結合された
磁性コアの位置ずれが発生し、素子数に比例するように総磁気抵抗を増大させる。この水
平な分離または間隙は、磁界の線によって交差される有効な接触断面領域を低減させ、そ
れによって、効果的な透過性が低減する結果となる。一方、空隙で失われる漏洩磁束は、
低い磁気抵抗の磁路によって方向を変えられることがなく、コイルにおける誘導能力が失
われる。
【００２７】
　これらの影響、すなわちＹ軸方向への位置ずれ及び三次元空間のＸ軸方向への空隙の拡
大は、上述の複合インダクタの不十分な性能を決定する。
【００２８】
　本発明は、上述の問題に対する解決策を提供し、３００ｍｍを越える長さを有する可撓
性のアンテナの構築を可能にする。
【００２９】
　本発明は、強磁性材料から作られ、それらの端で互いに対して関節式に接続されて、た
とえば特許文献ＵＳ７１３８８９６に記載されたもののように、長方形の組立体を形成す
る２つ以上の硬質な磁性素子または磁性コアによって形成されたコアの周囲に配置された
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、導電素子（金属線または導電箔）から作られたコイルを含む、長尺な可撓性インダクタ
を提供し、磁性コアの各々は、
　-先頭の横軸に関連する円形凸曲面を備える先頭端Ａと、
　-後尾の横軸に関連し、先頭の横軸に対して平行である円形凹曲面構成を備える後尾端
Ｂであって、前記円形凹曲面構成が、前記円形凸曲面構成と相補形である、後尾端Ｂと、
を備える。
【００３０】
　磁性コアは、磁性コアの先頭端Ａが、接触面を通して、隣接する磁性コアの後尾端Ｂに
結合され、結合領域で一致して互いに結合された２つの磁性コア１０、１１の先頭及び後
尾の上述の横軸を中心とした関節式取付部を形成し、平型チェーンの連結のような、可変
かつ調整可能な角度を有する継手を提供するように結合される。
【００３１】
　本発明の提案によれば、前記２つ以上の硬質な磁性コアの上述の組立体は、前記磁性コ
ア間の結合領域または間隙（空隙）における磁束分散を防止するようにともに作用する磁
荷を含む可撓性ポリマーケーシングによって囲まれ、上述の可撓性ポリマーケーシングは
、単独またはそれらの任意の組み合わせで前記ポリマーケーシングのポリマーマトリック
ス内部に存在する、軟質な強磁性材料のマイクロファイバ、マイクロ粒子及び／またはナ
ノ粒子を含む。
【００３２】
　本発明は、単一の長尺の可撓性または半可撓性のＬＦアンテナ（主に２０ＫＨｚ～３０
０Ｋｈｚ）に基づく自動車用キーレスオープニングシステムを記載している。
【００３３】
　一実施形態では、軟質な強磁性材料の上述のマイクロファイバ、マイクロ粒子及び／ま
たはナノ粒子は、ポリマーケーシングの総重量の少なくとも約５０％に相当する。
【００３４】
　さらに、上述の関節式取付部は、互いに相補的であり、前記先頭端Ａ及び後尾端Ｂにそ
れぞれ画定され、上述の磁性コアの前記強磁性材料から形成され、保持構成が、互いに結
合された磁性コア１０、１１の横方向に位置ずれすることを防止する突起及びくぼみによ
って形成された少なくとも１つの横保持機構を含む。
【００３５】
　本発明の好ましい実施形態では、関節式に接続された磁性コアの各々は、矩形の断面、
より具体的には矩形の柱状構成を有し、前記保持突起及びくぼみは、磁性コアの両端Ａ及
びＢそれぞれの対向するより小さな矩形面上に画定される。
【００３６】
　磁性コア間のそのような結合機構によって、長尺な可撓性インダクタは、１５ｃｍを越
える、好ましくは３０ｃｍを越える長さを有し、最大長さ約６０ｃｍを備え（上述のよう
なＫＥＳシステムの適用に十分な長さではあるが、より大きなインダクタ長さが完全に達
成可能であり、最小の磁束損失をもって完全に動作する。
【００３７】
　本発明は、その周囲にワイヤコイルまたは金属導電ケーブル（または導電箔）が延ばさ
れた、先述の仕様に従って構築された可撓性のインダクタによって形成された長尺な可撓
性アンテナをさらに提案する。
【００３８】
　本発明の他の特徴は、以下に続く実施形態の詳細な説明に記載されている。
【００３９】
　先述及び他の利点及び特徴は、添付の図面を参照して、以下に続く実施形態の詳細な説
明に基づいてよりよく理解され、図面は、例示的かつ非限定的に解釈されなければならな
い。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
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【図１ａ】本発明による磁性コアの第１の実施形態を示す。
【図１ｂ】他のインダクタと連結させて長尺な可撓性インダクタを形成するための、保持
くぼみまたは突起と、対応する接触結合面との配置が異なる第２の実施形態を示す。
【図１ｃ】図１ａの実施形態に対応する、コア間の結合の詳細な断面図を示す。
【図２ａ】本発明による磁性コアのための２つの実施形態を示し、図１ａ及び１ｂに図示
されたものに相当するが、突起及びくぼみの配置は、逆になっている。
【図２ｂ】本発明による磁性コアのための２つの実施形態を示し、図１ａ及び１ｂに図示
されたものに相当するが、突起及びくぼみの配置は、逆になっている。
【図２ｃ】図２ｂの２つの磁性コア間の結合の断面図を示す。
【図３ａ】本発明の特徴を有する磁性コアの、２つの他の可能な実施形態を示す。
【図３ｂ】本発明の特徴を有する磁性コアの、２つの他の可能な実施形態を示す。
【図３ｃ】図３ｂの構成を有するコア間の結合の断面図である。
【図４ａ】本発明の原理による磁性コアの別の実施形態を示す。
【図４ｂ】本発明の原理による磁性コアの別の実施形態を示す。
【図４ｃ】図４ｂに図示された断面平面を通して切断された素子を図示する。
【図５ａ】本発明による磁性コアのさらに他の実施形態である。
【図５ｂ】本発明による磁性コアのさらに他の実施形態である。
【図５ｃ】図５ｂに示された断面平面に従った、前記磁性コアの断面を図示する。
【図６ａ】７つの磁性コアの結合によって形成された長尺の磁性インダクタの例を示し、
当該組立体は、前記複数の磁性コア間の結合領域または間隙（空隙）における磁束分散を
防止するようにともに作用する磁荷を含む可撓性ポリマーケーシングによって囲まれる。
長尺な可撓性アンテナは、図６ａ及び６ｂの可撓性のインダクタと、その本体の周りに好
適に巻き付けられた導電線または導電シートとから得られる。
【図６ｂ】７つの磁性コアの結合によって形成された長尺の磁性インダクタの例を示し、
当該組立体は、前記複数の磁性コア間の結合領域または間隙（空隙）における磁束分散を
防止するようにともに作用する磁荷を含む可撓性ポリマーケーシングによって囲まれる。
長尺な可撓性アンテナは、図６ａ及び６ｂの可撓性のインダクタと、その本体の周りに好
適に巻き付けられた導電線または導電シートとから得られる。
【図７】そのようなＬＦアンテナの可能な実施形態の斜視図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
　図１ａ～５ｃの異なる実施形態に示されるように、本発明は、強磁性材料から作られ、
それらの端で互いに対して関節式に接続されて、長方形の組立体を形成する、技術水準に
おいて既知であり、それらにおいて言及されているような複数の硬質な磁性コア１０、１
１によって形成された、長尺な可撓性インダクタに関し、各々磁性コア１０、１１の各々
は、
　－先頭の横軸に関連する円形凸曲面を備える先頭端Ａと、
　－後尾の横軸に関連し、先頭の横軸に対して平行である円形凹曲面構成を備える後尾端
Ｂであって、前記円形凹曲面構成が、前記円形凸曲面構成と相補形である、後尾端Ｂと、
を備え、
　磁性コア間の間接型接続または結合は、磁性コアの先頭端Ａが、接触面２０ａ、２０ｂ
を通して、隣接する磁性コアの後尾端Ｂに結合され、結合領域で一致して互いに結合され
た２つの磁性コア１０、１１の先頭及び後尾の上述の横軸の周囲に関節式取付部を形成し
（特に、断面図を参照）、可変かつ調整可能な角度を有する継手を提供するように行われ
る。
【００４２】
　図６ａ及び６ｂに明確に図示されるように、本発明は、硬質な磁性コア１１、１２、１
３、１４、１５、１６（本実施形態では６つ）のアセンブリが、結合された前記複数の磁
性コア１０、１１間の結合領域または間隙（空隙）における磁束分散を防止するようにと
もに作用する磁荷を含む可撓性ポリマーケーシング５０によって囲まれることを特徴とす
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る。
【００４３】
　示されたように、上述の可撓性ポリマーケーシングは、好ましい実施形態においては、
単独またはそれらの任意の組み合わせでポリマーケーシングのポリマーマトリックス内部
に存在する、軟質な強磁性材料のマイクロファイバ、マイクロ粒子及び／またはナノ粒子
を含む。同様に、上述の軟質な強磁性材料のマイクロファイバ、マイクロ粒子及び／また
はナノ粒子は、コアの総重量の少なくとも約５０％に相当することができる。そのような
ケーシングは、継手領域または磁性コアの接触面２０ａ、２０ｂでの磁束損失がないこと
を保証する。
【００４４】
　上述の図面は、好ましい実施形態を図示し、互いに結合されるかまたは関節式に接続さ
れた磁性コア１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６の各々が、矩形の断面を有し、
それによってそれらが平型で長尺な可撓性インダクタを形成するようにする。
【００４５】
　本発明の第２の関連する特徴は、磁性コア１０、１１の前記関節式取付部が、互いに相
補的であり、前記先頭端Ａ及び後尾端Ｂにそれぞれ画定され、上述の磁性コアの前記強磁
性材料から形成され、保持構成が、結合された磁性コア１０、１１の横方向に位置ずれす
ることを防止する突起３０及びくぼみ４０によって形成された、少なくとも１つの横保持
構成を含むことにある。
【００４６】
　説明された磁性コア間の結合の設定及び配置に関する特徴は、１５ｃｍを越える、好ま
しくは３０ｃｍを越える長さを備える長尺な可撓性インダクタを得ることを可能にする。
【００４７】
　長尺な可撓性インダクタをアンテナ（その長尺セクションの周りにコイルを備える）と
して用いるために、最大長さ約６０ｃｍが十分であることが考えられるが、本発明の原理
は、前記の最大値に限定され、自動車分野における所望の機能性及び性能に十分であると
して理解されるべきではない。
【００４８】
　提案された磁性コアは、矩形の柱状構成を有し、前記突起３０及びくぼみ４０は、磁性
コア１０、１１の端Ａ及びＢ両方の対向する小さな矩形面上にそれぞれ画定される。異な
る実施形態では、前記突起３０及びくぼみ４０と、異なる磁性コア間の対応する接触面２
０ａ及び２０ｂとが構成されていることに違いがある。
【００４９】
　特に、突起３０及びくぼみ４０が、保持及び反摺動機能において、それらの端Ａ及びＢ
で結合された硬質な磁性コア１０、１１のアセンブリに関連する中心位置を採用している
が、それに対して、他の例では、前記突起３０及び前記くぼみ４０は、それらの端Ａ及び
Ｂで結合された硬質な磁性コア１０、１１のアセンブリに関連する側部位置を採用してい
ることに解決策が示されている。
【００５０】
　説明された機能性に好適な実施形態では、前記突起３０及び前記くぼみ４０は、矩形の
柱状体の最大幅に対して１０％の幅、または矩形の柱状体の最大幅に対して６０％の幅の
範囲を有することが想定されている。
【００５１】
　図６ａ及び６ｂの実施形態では、インダクタは、互いに結合された７つの磁性コアを含
み、総延長は、一端で保持された場合に自由端が長さ３０ｃｍに対して最大で２ｃｍ曲が
ることを決定する。
【００５２】
　示されたように、可撓性のＬＦアンテナは、説明されたような、長尺な可撓性インダク
タの周囲に配置された導電金属線５１の（または、代替的には導電箔の）好適なコイルに
よって得られる。
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【００５３】
　図７は、提案された可撓性のインダクタを用いたＬＦアンテナの可能な実施形態を図示
し、上述の可撓性のインダクタを形成するポリマーケーシング５０及びコイル５１と、た
とえばＰＢＴ熱可塑性ポリマーで作られたボックスと、コネクタ及び端子を一体化した前
部５２と、後部５３及び密閉ガスケット５４とを見出すことができ、前記ボックス５２、
５３は、好適な可撓性を提供するＰＢＴプラスチックで同様に作られた管５５を通して取
り付けられる。

【図１ａ】

【図１ｂ】

【図１ｃ】

【図２ａ】

【図２ｂ】

【図２ｃ】
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【図３ａ】

【図３ｂ】

【図３ｃ】

【図４ａ】

【図４ｂ】

【図４ｃ】

【図５ａ】

【図５ｂ】

【図５ｃ】

【図６ａ】
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